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近
代
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
書
の
出
版

―
―
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
・
ピ
ッ
シ
ェ
ル
・
荻
原
雲
来
―
―

西

村

実

則

『
実
習
梵
語
学
』

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
上
で
、
文
法
書
の
存
在
は
必
須
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）、
わ
が
国
で
初
め
て
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
の
文
法
書
、『
梵
語
入
門
』
を
出
版
し
た
荻
原
雲
来
は
こ
の
年
、
四
十
歳
。
宗
教
大
で
教
鞭
を
執
り
、
芝
中
学
校
の
校
長
を
兼

ね
て
い
た
。
こ
の
書
は
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
（
一
八
〇
八
―
一
八
八
七
）
の
著
し
た

文
法
書
、Elem

entarbuch der Sanskritsprache
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
荻
原
は
序
文
で
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。

梵
語
の
本
邦
に
伝
は
る
こ
と
久
し
矣
、
さ
れ
ど
僅
に
仏
教
家
特
に
真
言
宗
一
部
学
者
の
伝
ふ
る
所
に
し
て
其
学
習
の
材
料
も
亦
甚
は

だ
不
完
全
な
り
き
。
浄
厳
・
慈
雲
の
如
き
篤
学
宏
才
あ
り
し
と
雖
も
奈
何
せ
ん
当
時
原
本
は
僅
に
五
六
種
に
止
ま
り
、
加
之
完
全
な

る
文
法
書
な
く
字
書
な
く
到
底
其
堂
奥
に
上
る
を
得
ざ
り
き
。

奈
良
、
京
都
の
寺
に
は
古
来
、
梵
語
で
書
か
れ
た
貝
葉
、
紙
本
の
断
片
が
い
く
ら
か
存
在
し
、
真
言
宗
の
学
者
に
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
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江
戸
時
代
に
な
る
と
、
湯
島
霊
雲
寺
の
浄
厳
（
一
六
三
九
―
一
七
〇
二
）、
慈
雲
尊
者
飲
光
（
一
七
一
八
―
一
八
〇
四
）
が
そ
う
し
た
断

片
類
を
整
理
蒐
集
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
荻
原
以
前
に
は
南
条
文
雄
、
高
楠
順
次
郎
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
、
パ
ー
リ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
を
習
得
し
、
原
典
に
も
と
づ
く
仏
典
の
研
究
が
開
始
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

文
法
書
、
辞
典
類
が
依
然
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

是
に
反
し
て
近
来
は
文
運
の
勃
興
に
連
れ
言
語
学
の
進
歩
に
伴
な
い
梵
語
は
単
に
印
度
古
本
の
用
語
た
る
の
み
に
非
ず
し
て
希
臘
羅

甸
乃
至
英
仏
独
露
な
ぞ
の
言
語
の
本
幹
な
る
こ
と
発
見
せ
ら
れ
印
度
欧
州
語
と
し
て
欧
米
に
は
盛
に
研
究
せ
ら
れ
、
現
今
に
て
は
梵

語
の
本
源
地
な
る
印
度
よ
り
却
て
欧
米
に
於
て
完
全
な
る
梵
語
の
文
法
書
字
典
の
製
作
を
見
る
。
本
文
の
出
版
批
評
的
著
作
実
に
牛

に
汗
す
る
も
及
ば
ざ
る
の
盛
況
を
呈
す
。

荻
原
雲
来
の
時
代
、
欧
米
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
東
洋
の
全
く
異
質
な
言
語
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど

と
共
通
の
源
泉
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
言
語
学
の
一
分
野
つ
ま
り
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
、
加
え
て

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
法
書
や
辞
典
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
文
献
も
旧
に
倍
す
る
勢
い
で
施
訓
出
版
の
様
相
を
呈

し
て
い
た
。

こ
れ
啻
に
言
語
学
と
し
て
梵
語
研
究
の
必
要
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
印
度
の
宗
教
思
想
は
最
も
豊
富
に
変
化
、
最
も
多
く
宗
教
を
語
る

も
の
は
必
ず
第
一
に
指
を
印
度
に
屈
す
。
又
哲
学
に
於
て
も
文
学
に
於
て
も
興
味
津
々
汲
ん
で
尽
き
ざ
る
も
の
あ
り
。
斯
か
る
文
学

芸
術
を
研
究
す
る
た
め
延
た
は
東
洋
古
代
百
般
の
学
芸
を
研
究
解
釈
す
る
に
須
要
な
る
も
の
あ
る
が
ゆ
え
な
り
。

言
語
学
の
一
分
野
と
し
て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
ば
か
り
で
な
く
、
宗
教
研
究
の
上
で
何
よ
り
イ
ン
ド
は
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の

哲
学
、
文
学
、
芸
術
な
ど
の
研
究
は
東
洋
全
体
の
学
芸
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
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我
邦
は
夙
に
東
洋
文
華
の
粋
を
蒐
め
今
や
西
洋
の
文
明
を
加
味
し
つ
つ
あ
り
此
間
に
処
す
る
吾
人
学
徒
た
る
も
の
我
文
華
の
淵
源
を

研
究
せ
ず
、
東
亜
同
胞
の
制
度
文
物
を
知
ら
ず
、
而
し
て
独
り
泰
西
学
者
の
研
鑚
に
委
し
て
顧
み
ず
、
豈
に
夫
れ
可
な
ら
ん
や
。

す
で
に
わ
が
国
に
は
東
洋
諸
国
の
文
化
の
粋
ば
か
り
で
な
く
、
西
洋
文
化
も
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
東
洋
の
同
胞
で

あ
る
イ
ン
ド
の
文
化
研
究
を
欧
州
の
学
者
だ
け
に
一
任
し
た
ま
ま
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

仏
教
を
学
ぶ
も
の
漢
訳
書
に
の
み
依
頼
す
べ
き
の
時
に
非
ず
、
尚
又
南
方
仏
教
を
知
ら
ん
と
す
る
人
の
為
に
は
幸
に
パ
ー
リ
三
蔵
出

版
の
将
に
完
結
せ
ん
と
す
る
此
の
時
に
際
し
梵
語
を
学
習
す
る
は
最
も
緊
要
な
り
と
す
。
パ
ー
リ
語
は
梵
語
よ
り
転
ぜ
り
故
に
梵
語

を
学
べ
ば
パ
ー
リ
語
は
労
せ
ず
し
て
読
み
得
に
至
る
。
仏
教
家
た
る
も
の
奮
起
一
番
原
本
研
究
に
心
な
き
か
。

仏
典
研
究
は
も
は
や
漢
訳
だ
け
で
済
ま
さ
れ
る
時
代
で
は
な
い
。
南
方
仏
教
を
知
ろ
う
と
す
る
人
も
パ
ー
リ
語
の
経
律
論
の
出
版
が
完

結
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
い
ま
、
パ
ー
リ
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
俗
語
形
ゆ
え
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
学
習
す
れ
ば
双
方
と
も
に
容
易
に

読
め
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
学
習
は
「
緊
要
」
と
い
う
。

今
般
の『
梵
語
入
門
』は
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
が
一
八
六
八
年
に
出
版
し
、そ
れ
を
一
八
九
二
年
に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ピ
ッ
シ
ェ
ル（
一
八
四
九

―
一
九
〇
八
）
が
改
訂
し
た
第
六
版
を
翻
訳
し
、
若
干
の
入
れ
替
え
と
例
文
を
補
充
し
た
も
の
と
い
う
。

荻
原
は
『
梵
語
入
門
』
を
出
版
し
た
七
年
後
、
改
訂
を
加
え
た
新
装
版
『
実
習
梵
語
学
』
を
出
版
し
た
。
新
装
版
の
序
文
に
よ
る
と
、

当
初
の
出
版
か
ら
七
年
の
間
に
河
口
慧
海
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）
が
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
梵
語
写
本
類
を
四
百
部
持
参
す
る

と
い
う
壮
挙
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
わ
が
国
に
存
在
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
の
量
は
い
ま
や
欧
米
に
あ
る
も
の
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
に

な
っ
た
と
い
う
。

世
の
印
度
研
究
を
以
て
天
職
と
す
る
者
、
仏
教
鑚
仰
を
以
て
本
務
と
す
る
人
は
、
既
に
是
の
如
き
嘉
肴
珍
の
前
に
羅
列
せ
る
あ
り
、

奚
ぞ
其
の
一
端
を
も
賞
味
せ
ざ
ら
ん
や
。

イ
ン
ド
仏
教
の
研
究
者
、
そ
れ
に
仏
教
者
で
あ
ろ
う
と
そ
う
し
た
写
本
類
の
一
端
で
も
「
賞
味
」
し
た
ら
い
か
が
か
と
い
う
。

三
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シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
文
法
書
は
現
在
で
も
ド
イ
ツ
で
イ
ン
ド
学
を
学
ぶ
者
の
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
、
吹
田
隆
道
氏
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
一
九
八
〇
年
時
点
で
第
一
七
版
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。

著
者
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ド
学
草
創
期
の
一
人
で
あ
り
、
一
八
〇
七
年
、
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
に
生
ま
れ
た
。
一
八
二
六
年
、

神
学
、
ア
ラ
ビ
ヤ
学
、
ペ
ル
シ
ャ
学
を
学
ぶ
た
め
に
グ
ラ
イ
ス
ヴ
ォ
ル
ト
に
行
く
。
そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者

フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ッ
プ
（
一
七
九
一
―
一
八
六
七
）
に
出
逢
い
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
比
較
文
法
と
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
二
九
年
、

ベ
ル
リ
ン
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
民
間
説
話
「
プ
ラ
ー
ナ
」（Brahm

a Vaivarta Purana Specim
en

）
の
研
究
で
博
士
号
を
取
得
、
ロ
ン

ド
ン
で
は
東
イ
ン
ド
会
社
所
蔵
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
類
を
研
究
し
た
。
パ
リ
に
移
っ
て
か
ら
は『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』の
一
節「
サ
ー

ビ
ト
ゥ
リ
ー
物
語
」を
翻
訳
し
、こ
れ
は
一
八
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
一
八
三
二
年
に『
ラ
グ
ヴ
ァ
ン
シ
ャ（
ラ
グ
の
系
譜
）、カ
ー
リ
ダ
ー

サ
の
詩
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
』（
ラ
テ
ン
語
）
を
出
版
。
一
八
三
三
年
、
ド
イ
ツ
（
当
時
）
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
東
洋
語
の

助
教
授
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
大
学
の
給
与
だ
け
で
の
生
活
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
大
学
図
書
館
で
も
働
い
た
。
一
八
四
七
年
、
ブ

レ
ス
ラ
ウ
の
正
教
授
と
な
っ
た
。

彼
の
『
ク
マ
ー
ラ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
（
ク
マ
ー
ラ
神
の
誕
生
）』（
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
作
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
第
二
版
は
一
八
三
八
年
に
出

版
さ
れ
た
。

一
八
四
七
年
に
は
シ
ュ
ー
ド
ラ
カ
の
劇
作
『
ム
リ
ッ
チ
ャ
カ
テ
ィ
カ
（
土
の
小
車
）』
を
出
版
し
た
（
岩
本
裕
訳
が
あ
る
『
世
界
文
学

体
系
・
イ
ン
ド
編
』
筑
摩
書
房
）。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
は
弟
子
の
ピ
ッ
シ
ェ
ル
が
そ
の
後
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
法
を
体
系
化
す
る
際
、

多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
は
こ
の
劇
の
中
で
登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
言
、
具
体
的
に
は
シ
ャ

ウ
ラ
セ
ー
ニ
ー
、
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
リ
ー
、
マ
ー
ガ
デ
ィ
ー
を
話
す
こ
と
を
明
確
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
七
四
年
に
、
註
釈
と
語
彙
を
付
し
て
出
版
し
た
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
作
『
メ
ー
ガ
ド
ゥ
ー
タ
（
雲
の
使
い
）』
は
学
生
用
に
企
画
さ
れ

四
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五

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
木
村
秀
雄
訳
が
あ
る
）。

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
レ
ク
シ
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
辞
典
編
集
）
は
重
要
と
判
断
し
、
自
身
が
校
訂
す
る
作
品
す
べ
て

に
そ
れ
を
適
用
し
た
。
一
八
四
七
年
に
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
レ
ク
シ
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
辞
典
編
集
）
の
起
源
に
つ
い
て
』（
ラ
テ
ン
語
）

を
発
刊
。

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
は
『
ダ
ル
マ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』（
法
典
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
仕

事
は
『
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
上
の
実
例
』（
ラ
テ
ン
語
）
で
、
一
八
四
三
年
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
一
八
四
九
年
に

は
『
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ィ
ヤ
法
典
』
の
校
訂
本
と
ド
イ
ツ
語
訳
を
刊
行
。『
マ
ヌ
法
典
』
と
『
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
ク
ヤ
法
典
』

と
の
比
較
研
究
は
そ
の
後
の
イ
ン
ド
法
研
究
の
基
盤
と
な
っ
た
。
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
は
イ
ン
ド
法
の
成
立
年
代
をA.W

.

フ
ォ
ン
・
シ
ュ

レ
ー
ゲ
ル
が
設
定
し
た
紀
元
前
七
世
紀
以
後
と
し
た
の
に
対
し
、
後
二
世
紀
以
後
と
論
じ
た
。
な
お
法
典
の
起
源
を
「
グ
リ
フ
ヤ
ス
ー
ト

ラ
」（
祭
事
経
）
類
か
ら
と
す
る
見
解
は
そ
の
後
承
認
さ
れ
な
く
な
っ
た
（
シ
ュ
タ
ッ
ヘ
・
ロ
ー
ゼ
ン
『
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ド
学
者
た
ち
』）。

一
八
六
四
年
、『
グ
リ
フ
ヤ
ス
ー
ト
ラ
類
―
イ
ン
ド
の
家
族
・
生
活
法
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
と
ド
イ
ツ
語
訳
―
』
を
出
版
。

一
八
八
六
年
に
『
グ
リ
フ
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
の
索
引
を
出
版
し
た
。

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
に
は
「
イ
ン
ド
医
学
史
に
つ
い
て
」（
雑
誌
『
ヤ
ヌ
ス
（Yanus

）』）
と
い
う
論
文
も
あ
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
の
上
で
の
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
重
要
な
貢
献
は
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
の
基
本
書
』（
荻
原
本
の
底
本
）
を

出
版
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
生
前
中
に
第
四
版
ま
で
刊
行
さ
れ
、
本
の
印
税
は
イ
ン
ド
学
で
苦
学
す
る
学
生
へ
の
奨
学
金
に
あ

て
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
文
法
書
と
い
え
ど
も
、
む
ろ
ん
一
朝
一
夕
に
成
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
完
成
に
至
る
ま
で
に
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
で

の
師
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ッ
プ
の
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
ボ
ッ
プ
は
一
八
二
七
年
に
『
詳
細
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
概
説
』、
一
八
五
二
年
に
は
ギ

リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
、
古
ス
ラ
ブ
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
を
比
較
し
た
文
法
書
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
ア
ヴ
ェ
ス
タ
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
・

リ
ト
ア
ニ
ア
・
古
ス
ラ
ブ
・
ゴ
ー
ト
語
・
ド
イ
ツ
語
の
比
較
文
法
』
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ボ
ッ
プ
な
ど
の
研
究
の
基
盤
の
上
に



大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
三
輯

6

六

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
出
版
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
七
年
二
月
二
十
七
日
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
で
八
十
年
の
生
涯
を
終
え
た
。

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
弟
子
で
そ
の
後
に
活
躍
し
た
の
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
パ
ー
リ
語
を
専
門
と
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ス
・
デ
ビ
ィ
ズ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
フ
ラ
ン
ツ
・
キ
ー
ル
ホ
ル
ン
（
一
八
四
〇

―
一
九
〇
八
）、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
の
ピ
ッ
シ
ェ
ル
が
い
た
。

改
訂
者
ピ
ッ
シ
ェ
ル

シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
文
法
書
を
第
六
版
以
後
、
補
訂
し
た
の
は
ボ
ッ
プ
の
弟
子
ピ
ッ
シ
ェ
ル
で
あ
る
。
彼
の
研
究
分
野
は
イ
ン
ド
最
古

の
ヴ
ェ
ー
ダ
、
ド
ラ
マ
、
仏
教
な
ど
と
広
汎
な
分
野
に
渉
る
が
、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
に
関
す
る
一
大
権
威
者
と
な
っ
た
。

ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
一
八
四
九
年
一
月
十
八
日
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
生
ま
れ
。
一
八
七
〇
年
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
で
シ
ュ
テ
ン
ツ
ラ
ー
の
指
導

の
も
と
に
哲
学
博
士
号
を
取
得
。
学
位
論
文
は
「
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
の
諸
校
本
に
つ
い
て
」（
ラ
テ
ン
語
）
で
あ
る
。

こ
の
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
姫
』
は
一
七
八
九
年
、
植
民
地
イ
ン
ド
に
イ
ギ
リ
ス
の
官
吏
と
し
て
赴
任
し
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が

当
地
で
初
め
て
読
み
、
そ
の
感
動
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
報
告
し
た
作
品
で
あ
る
。
ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
そ
の
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
版
と
ベ
ン
ガ
ル

版
と
を
比
較
研
究
し
（
二
年
後
にG,

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
ド
イ
ツ
語
訳
）、
原
型
の
再
現
は
不
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
ベ
ン
ガ
ル
版
の
ほ
う

が
原
型
に
近
い
と
考
え
た
（
一
八
七
八
年
に
ベ
ン
ガ
ル
版
の
校
訂
本
を
出
版
）。

ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
一
八
七
四
年
、
や
は
り
ブ
レ
ス
ラ
ウ
で
「
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
者
た
ち
に
つ
い
て
」（
ラ
テ
ン
語
）
を
書
き
、
大

学
教
授
資
格
論
文
と
な
っ
た
。
翌
一
八
七
五
年
、キ
ー
ル
大
学
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
お
よ
び
比
較
言
語
学
の
教
授
に
就
任
。
方
言
の
一
つ
、

「
シ
ャ
ウ
ラ
セ
ー
ニ
ー
に
つ
い
て
」
の
論
稿
はE

、
ク
ー
ン
編
集
の
『
比
較
言
語
研
究
へ
の
貢
献
』
第
八
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
『
シ
ャ
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ク
ン
タ
ラ
ー
姫
』
劇
に
み
ら
れ
る
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
（
方
言
）
は
前
三
世
紀
の
文
法
学
者
ヴ
ァ
ラ
ル
チ
（
別
名
カ
ー
テ
ィ
ヤ
ー
ヤ
ナ
）
の

定
め
た
規
則
に
従
っ
て
校
訂
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
。
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
七
九
年
に
か
け
て
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
「
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ

ト
文
法
」
と
「
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
辞
典
」
の
校
訂
本
を
出
版
し
て
い
る
。

一
八
八
三
年
、キ
ー
ル
で
同
僚
の
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
パ
ー
リ
文『
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー（
長
老
偈
）』『
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー（
長
老
尼
偈
）』

を
校
訂
出
版
し
た
。
一
八
八
五
年
、
ハ
レ
大
学
に
移
り
、
一
九
〇
〇
年
に
は
副
総
長
に
就
任
。
あ
や
つ
り
人
形
に
関
心
を
示
し
、
あ
や
つ

り
人
形
の
故
郷
に
つ
い
て
講
義
。
ま
た
影
絵
芝
居
に
関
す
る
故
地
は
イ
ン
ド
と
考
え
た
。
一
〇
世
紀
の
ラ
ー
ジ
ャ
シ
ェ
ー
カ
ラ
の
作
品『
パ

ラ
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』に
み
ら
れ
る「
経
師
」（
ス
ー
ト
ラ
ダ
ー
ラ
）つ
ま
り
劇
の
座
頭
と
あ
や
つ
り
人
形
師
は
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
し
た（
た

だ
し
こ
の
学
説
は
直
後
に
批
判
さ
れ
た
）。

画
期
的
な
『
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
法
』
は
こ
の
年
、『
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
文
献
学
と
古
代
学
提
要
』
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
発

表
さ
れ
た
。
彼
の
友
人
ゲ
ル
ト
ナ
ー
（
一
八
五
二
―
一
九
二
九
）
は
こ
の
書
の
完
成
を
次
の
よ
う
に
激
賞
し
た
、「
待
望
の
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ

ト
文
法
書
が
い
ま
私
の
眼
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
か
れ
が
半
生
を
か
け
て
研
究
し
た
結
晶
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
発
刊
さ

れ
た
作
品
中
、
質
量
と
も
に
他
を
圧
倒
す
る
も
の
で
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
貢
献
を
凌
駕
し
、
イ
ン
ド
学
に
関
す
る
文
法
書
と
し
て
卓
越
し
た

功
績
で
あ
る
」
と
。
こ
の
金
字
塔
と
い
う
べ
き
業
績
に
よ
り
ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
ボ
ル
ネ
イ
（Volney

）
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

一
九
〇
一
年
、
ベ
ル
リ
ン
・
イ
ン
ド
学
教
授
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
没
後
、
そ
の
後
任
と
な
っ
た
。

ヴ
ェ
ー
ダ
に
関
す
る
三
冊
本
の
『
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
』
は
一
八
八
九
年
、
一
八
九
七
年
、
一
九
〇
一
年
に
同
僚
ゲ
ル
ト
ナ
ー
と
共
著
で
出

版
さ
れ
た
。

翌
一
九
〇
二
年
、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
、
ル
コ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
第
一
次
ド
イ
ツ
中
央
ア
ジ
ア
探
検
隊
が
大
量
の
写
本
類
を
持
参

し
て
帰
国
す
る
と
、
ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
さ
っ
そ
く
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
委
員
会
を
先
導
し
た
。
自
身
の
存
命
中
、
こ
の
探
検
隊
は
第
三
次
ま
で
派

遣
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
の
中
か
ら
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
書
か
れ
た
漢
訳
『
雑
阿
含
経
』
に
対
応

七
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す
る
断
片
、
あ
る
い
は
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
の
断
片
な
ど
を
次
々
と
発
見
し
て
い
る
。

ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
こ
う
し
て
仏
教
に
も
関
心
を
寄
せ
始
め
、
一
九
〇
四
年
に
『
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
と
教
義
』
を
著
し
た
。

一
九
〇
八
年
、
イ
ン
ド
学
界
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
を
講
義
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
大

学
に
招
聘
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
月
二
十
六
日
、
目
的
地
カ
ル
カ
ッ
タ
に
到
着
す
る
前
に
マ
ド
ラ
ス
で
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ピ
ッ
シ
ェ
ル
が
初
め
て
イ
ン
ド
の
大
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
（E,

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト, Richard Pischel 

zum
 Gedachtnis.N

achruf zum
 60.Todestag

）。

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
留
学
し
た
荻
原
雲
来
は
ピ
ッ
シ
ェ
ル
の
死
に
先
立
つ
三
年
前
、
日
本
に
帰
国
し
て
い
た
。
一
方
、
当
地
に
そ

の
ま
ま
留
ま
っ
て
い
た
渡
辺
海
旭
は
当
時
の
様
子
を
「
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ピ
ッ
シ
ェ
ル
教
授
を
弔
す
」
と
題
し
て
報
告
し
て
い
る
。
渡
辺
は

師
で
あ
る
ロ
イ
マ
ン
宅
で
友
人
二
人
と
と
も
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
チ
ェ
ス
（
棋
）
を
し
て
い
る
さ
中
、
同
門
の
シ
ュ
ラ
ー
ダ
ー
が
絵
葉

書
を
持
参
。
そ
こ
に
は
ピ
ッ
シ
ェ
ル
、
イ
ン
ド
へ
と
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
同
、
手
を
止
め
、
ピ
ッ
シ
ェ
ル
の
前
途
を
祝
福
し
歓
談
し
た
。

そ
の
一
週
間
後
、ベ
ル
リ
ン
の
ハ
レ
ン
ゼ
ー
か
ら
ピ
ッ
シ
ェ
ル
死
す
の
報
が
届
い
た
の
で
あ
る
。渡
辺
に
よ
る
と
、ピ
ッ
シ
ェ
ル
の『
プ
ラ
ー

ク
リ
ッ
ト
文
法
』
は
「
学
者
の
亀
鏡
」、『
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
と
教
義
』
は
「
学
人
の
指
針
」
で
あ
り
、
プ
ロ
シ
ヤ
出
身
の
ピ
ッ
シ
ェ
ル
は
プ

ロ
シ
ア
人
の
性
格
「
率
直
剛
遇
」
を
体
現
し
た
人
と
記
し
て
い
る
。
渡
辺
は
こ
の
論
説
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
、「
希
く
は
記
憶
せ
よ
。

こ
の
老
碩
学
は
六
十
の
頽
齢
病
弱
の
体
躯
を
持
ち
て
、
炎
熱
燬
く
が
如
き
婆
羅
他
（
バ
ー
ラ
タ
）
の
故
地
に
投
じ
、
遠
く
其
最
愛
の
夫
人

を
離
れ
、賢
良
な
は
る
児
息
、俊
秀
の
門
下
の
看
侍
す
ら
受
く
る
を
得
ず
。
マ
ド
ラ
ス
の
病
舎
に
卒
然
と
し
て
独
遊
客
死
し
た
る
こ
と
を
」。

カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
は
碩
学
ピ
ッ
シ
ェ
ル
を
顕
彰
す
る
た
め
に
彼
の
蔵
書
を
買
い
上
げ
、「
ピ
ッ
シ
ェ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て

特
別
室
を
設
け
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

荻
原
雲
来
の
『
梵
語
入
門
』
の
出
版
は
一
九
〇
八
年
の
八
月
で
あ
り
、
ピ
ッ
シ
ェ
ル
の
死
は
同
じ
年
の
十
二
月
で
あ
っ
た
。

『
実
習
梵
語
学
』
は
一
九
七
四
年
に
辻
直
知
郎
が
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ヌ
ー
や
ド
イ
ツ
の
キ
ー
ル
ホ
ル
ン
ら
の
文
法
書
を
参
考
に
し
て
『
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
』（
岩
波
全
書
）
を
出
版
す
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
学
徒
に
活
用
さ
れ
続
け
て
き
た
。
最
近
、
吹
田
隆

八
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道
氏
に
よ
っ
て
例
文
を
大
幅
に
補
綴
し
た
上
で
復
刊
を
み
て
い
る
。

九


